
2013 年度 ピースバンクいしかわ総会資料 

～取り組みのふりかえりとこれから～ 

 

 

 

日 時：2013 年６月２２日（土）１０：００～ 

場 所：常讃寺本堂 

 

 

 

＜ 総 会 次 第 ＞ 

 

第Ⅰ部 年次総会 

１．開 会  代表理事あいさつ 

 

２．議長選出 

 

３．議長による議事録署名人及び書記の選出 

 

４．出席者及び委任状の確認 

 

５．議案の審議 

 

    ○ 第１号議案：2012 年度事業報告（案） 

    ○ 第２号議案：2012 年度収支決算報告（案） 

            2012 年度会計監査報告 

     ○ 第３号議案：2013 年度事業計画（案） 

     ○ 第４号議案：2013 年度収支予算（案） 

     ○ 第５号議案 役員退任の件について 

 

 

６．その他の報告事項 

 

７．議長の解任 

 

８．閉 会 

 

第Ⅱ部 ワークショップ「ピースバンクの台所事情、大公開！」 

第Ⅲ部 餃子会！ 

総会後、みなさんと、融資先の「餃子のちゃおず」の餃子をいただきます。 
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＜はじめに ３年間を振り返って ＞ 

 

 ピースバンクが正式に発足してから３年が経ちました。融資の実行は１４件。一件ごとに、

状況が違いました。「社会性ってなんだ？」「出資者さんはどう思うか？」ひとつずつ議論を

重ねるうちに、ピースバンクなりの基準が出来てきたように思います。 

 

先日、奥能登まで、融資先・井村辰二郎さんの農場に設置された太陽光パネルを見学して

きました。出資者さんのお一人が、テレビの取材カメラに向かって、「ピースバンクに出資し

ておいて、本当によかった」ときっぱり話してくださったのを聞いたとき、難しくても自分

たちの歩みで基準を作り、進んできて、よかったなと、初めて実感することが出来ました。 

 

 

この２年間は、石川県の委託事業に必死で取り組むなかで、数多くのＮＰＯ団体さんや金

融機関さんとのつながりを作ることが出来ました。 

ピースバンクを立ち上げる時に「石川県に、ＮＰＯ等の資金ニーズはあるのか？」と、よ

く聞かれましたが、お付き合いのなかでわかってきたのは、どの団体さんにも、「お金があっ

たらやってみたいこと」がある、ということです。ただ、どうしたらお金を借りて返してい

くことが出来るか、それがわからない、という声が多いのです。 

 

個人の方も同じです。やってみたいことがある、こんな風に生きたい、一歩踏み出したい

方がたくさんいらっしゃいます。ピースバンクにも相談が寄せられるようになりました。 

 

 ピースバンクでは、お金を貸して終わりではなくて、事業のむずかしいところがあれば、

地域のつながりの中で乗り越えていけるように、お手伝いが出来れば、と思いながら活動し

てきて、少しやり方も輪郭が見えてきたところです。でも十分な活動をするには、手が足り

ない！ 

 

 ４年目の今年は、出資者さんをもっともっと巻き込んで、たくさんの手をお借りしながら

進めていきたいと思っています。みなさんになにかとお声掛けすることになるかと思います。

市民同士、お金の貸し借りという、新しい関係のなかで、発見がたくさんあります！どうぞ、

よろしくご参加くださいませ。 

 

ピースバンクいしかわ 

代表理事 小浦むつみ 
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第１号議案：201２年度事業報告（案） ～取組内容とその成果・課題～ 

 

１．出資者の募集 

  2012 年度においては、出資者数 200 名・出資金額 11,000 千円（対前年度末+40

名・+2,000 千円）を目標として、ピースバンクが主催する各種イベントの機会を通

じ、また、イベントのフライヤー・メルマガ・ブログ及びフェイスブックにより活動

紹介等の広報・募集活動を実施してきました。しかしながら、結果として出資者数  

名・出資金額 9,697 千円（対前年度末＋19 名、＋2 団体・＋1,243 千円）にとどま

りました。 

 

○ 出資者数及び出資金額の状況 

（単位:人･団体､千円） 

2012 年度 
区分 

2011 年度 

実績 目標（A） 実績（B） 
B-A 

対前年度 

増減 

出資者（個人） 163 263 １８２ ▲8n1 +19

出資者（団体） 1 2 ３ +1 +2

出資金額 8,454 11,000 9,697 ▲1,303 +1,243

 

２．融資の募集・実施 

(1) 融資募集・実施の結果と課題 

  2012 年度は、融資申請受付数 10 件、新規融資件数７件・資金額 7,500 千円を

目標として、８月に融資募集を行いました。ピースバンクの認知度があがるにつれて、

つなぎ融資の問合せも増え、つなぎ融資実行が増加したことから 2 回目の融資募集は

見送りました。結果は、新規融資件数４件・融資金額６,050 千円（対前年度▲1 件・

＋３50 千円）となり、融資先件数は対目標▲6 件にとどまりました。 

 

○ 新規融資申込み数及び決定数・金額の状況 

（単位:件･千円） 

2012 年度 
区分 

2011 年度 

実績 目標（A） 実績（B） 
B-A 

対前年度 

増減 

申込み数 5 10 4 ▲6 ▲1

決定数 4(2) 7 4(3) ▲3 ±0

決定金額 5,700 7,500 6,050 ▲1,450 ＋350

※ 表中括弧書きはつなぎ融資にかかるもの（内数）。 

 

○ 融資金額の累計状況 

設立時からの融資金額累計(2013 年 4 月 30 日時点) 12,900,000 円 

【参考】2010 年度末の融資金額累計 1,150,000 円 

2011 年度末の融資金額累計 5,700,000 円 
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○融資残高の状況 

（単位：円）
12年4月末 新規融資 返済 13年4月末

融資件数 4 4 3 5
融資金額 6,050,000 2,799,502
融資残高 2,401,287 5,651,785
注）返済3は完済した件数

【2013年4月30日時点】
融資残高

 
※ 融資金額の残高のうちファニーシングスさん分の 376 千円については、返済が遅れて 

おり、現在毎月少しずつの支払を行ってもらっている状態です。 

返済遅延の原因は経営するカフェの売り上げ不振によるものですが、夏ごろをめどにゲ

ストハウス併設による集客力の向上を図る取組みを行っているところです。 

ピースバンクとしては、連帯保証人の方とも連絡を密にとりながら状況を注視していき

ますが、ファニーシングスさんの営業体制が整った時点で出資者の皆様へも応援のご協力

をお願いしていきます。 

 

(2) 融資先の紹介 

融資申請時の申込書を全文、ウェブサイトにも掲載しています。融資先の活動にかけ

る思いを、どうぞご覧ください。 

 

【新規融資先】 

◎ 特定非営利活動法人茅葺き文化研究会さん 

 

① 融 資 額 1,000 千円 

② 返済期間 2012 年 9 月～2013 年 1 月（完済） 

③ 事業概要 

 茅葺き技術及び茅場の調査・記録・保存と復

興・保全のための研究事業、茅葺き技術の後継

者育成と技術提携ネットワーク構築支援のため

の事業、茅葺き民家や施設等の維持活用と地域

の生涯学習活動推進支援のための事業等 

④ 融資事業の内容 

 平成２３年度ふるさと文化財の森システム推

進事業（文化庁）におけるつなぎ融資 

⑤ 融資決定の理由 

 茅が単なる資材というだけでなく、地域の中で茅を貸し借りしてするなど、「お金」に

変わる役割を持っていたことに興味を覚えました。また、資材という点から見ても 屋

根に使用された後の茅は堆肥として利用されており、２つの意味で「地域で循環」して

いたわけです。そんな茅の文化も、生活スタイルの変化とともに廃れていく一方であり、

その文化を普及・啓発する活動を応援したく、融資を決定しました。 
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◎ 特定非営利活動法人茅葺き文化研究会さん（2 回目） 

① 融 資 額 1,800 千円 

② 返済期間 2013 年 1 月～2013 年 6 月 

④ 融資事業の内容 

平成２４年度ふるさと文化財の森システム推進事業（文化庁）におけるつなぎ融資 

 

◎ 特定非営利活動法人 白山しらみね自然学校さん 

① 融 資 額 250 千円 

② 返済期間 2013 年２月～6 月 

③ 事業概要 

エコツーリズムを軸に白峰の持続可能な 

地域振興を実施していくことを目的として、 

2009 年に活動を開始されました。 

これまで、白峰や白山を訪れる方々への 

情報の提供、ISICO の事業としてイワナの 

新商品化研究、農林水産省の事業「田舎で働き隊」（エコツーリズム）の受入等の地

域資源の保全・活用策の企画や事業化、エコツアーガイドの実施、養成講座「よさり

のジロバタ楽校」の開催のほか、金沢大学と連携して白峰での再生可能エネルギー社

会実験へ向けての研究等に取り組まれています。 

④ 融資事業の内容 

白山麓に存する様々な再生可能エネルギー（木質バイオマス、雪氷、小水力、温泉

等）の最適な利用組合せのデザイン、自立的な事業運営のための市民ファンド構築に

関する研究事業。なお、本事業は北陸建設弘済会からの助成事業（北陸地域の活性化

に関する研究助成事業）として取り組むものであり、助成金が支払われる６月までの

つなぎ融資として実施したものです。 

⑤ 融資決定の理由 

白山・国立公園という地域の特色を活かし、エネルギー・自然環境のモデルを目指

す方向性、自立的な事業運営のため市民ファンドの構築を検討されていることに期待

を感じ、これまで築いてきた大学関係者等との協力関係を活かしながら、過疎化が進

む白峰・白山麓の地域活性化に繋げていただきたいと願い、融資を決定しました。 

 

◎ 一般社団法人クラブおもしーげん さん 

① 融 資 額 3,000 千円 

② 返済期間 2013 年３月～6 月 

③ 事業概要  

学童保育のスポーツ版として、子どもたち

の体力づくり・仲間づくり・居場所づくりを

核とした共働き世帯支援事業。学童保育は利

用時間が 17 時 30 分であったり、利用年次

が小学 3 年生までであったり、共働き世帯の

ニーズに十分応えられていない。おもしーげ
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んでは、体育教師やレクリエーション理論ならびに実技の講師をしていた経験を生か

し、行政が用意した「施設」に依存するのではなく、独自に「時間」「場所」「指導者」

を確保して、地域の仲間や大人たちによって子どもの心と身体の成長ができる環境を

整備しようとしている。 

④ 融資事業の内容 

助成金の精算払までの「つなぎ融資」。「事前」に資金を確保できることにより、事

務局員(クラブマネジャー・アシスタントマネジャー)や各教室の指導員の人件費だけ

ではなく、いろんな年齢層に楽しんでもらえるカローリングなどのニュースポーツ用

具を購入し、平日の昼間に地域の高齢者や主婦層にも「室内で気軽に身体を動かす歓

び」を提供できるようになる。助成金が支払われる６月までのつなぎ融資として実施

した。 

⑤ 融資決定の理由 

子育て支援を行政だけに頼るのではなく、地域コミュニティのつながりにより解決

を図ろうとしている点、また、スポーツクラブのような単一スポーツの技術習得では

なく、いろいろなスポーツや遊びと通じた「気づき」を織り込む企画力が、将来的に

は助成金依存からの自立の可能性を持っていると考え、融資を決定した。 

 

【継続融資先】 

◎ 山口 順一さん（ジュンノイルＨＡＩＲ） 

① 融 資 額 500 千円 

② 融資残高 226 千円 

③ 事業概要 人体や環境にできるだけ負担のかからないシャンプー、薬品を使用し、 

       お客様に安心してヘアスタイルを楽しんでいただきたい、そして、一人

で 

       も多くの方に安全なものを使用していただくことで、健康を守るととも 

       に水質汚染の軽減にも貢献したいという思いで、美容室を経営されてい 

       ます。 

 

◎ ファニーシングスさん 

① 融 資 額 500 千円 

② 融資残高 376 千円 

③ 事業概要 七尾市和倉でカフェ「café BASE TO FREEDUM」を開業するための資 

   金として融資。地域にインパクトを与える数々のイベントを手掛けており、 

   この夏にはゲストハウス併設でリニューアルオープンを予定しています。 

 

◎ 酒井 清さん（おひさまファーム金沢打木型枠野菜研究会） 

① 融 資 額 500 千円 

② 融資残高 500（融資額は全額を返済いただきました） 

③ 事業概要 道路の設計を仕事にしていた酒井さんが金沢市打木地区で就農する費用 

       として融資。耕作放棄地を引き受けるなど頑張っていらっしゃいました 

       が、東北の被災地の復興事業が本格化する中で、以前手がけた道路設計 
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       の仕事が多くなり両立が難しくなったため農業は断念されました。 
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３．融資活動と連携した新たなチャレンジ 

（１）クラウドファンディング FAAVO との連携 
ピースバンクいしかわでは、クラウドファンディング FAAVO との協力体制を開始しまし

た。日本でもさまざまな形のクラウドファンディングが始まっています。そのなかで FAAVO

は、「地元応援」と銘打ち、「宮崎」「新潟」という地域のくくりで案件を募集しています。「石

川」サイトが立ち上がるにあたり、協力団体としてピースバンクが立候補しました。 

最初の案件として、融資先の NPO 法人ＫＭＣが運営する餃子店「ちゃおず」さんの「Ｐ

Ｒのためのフライヤーを作る」という件への寄付募集リリースし、無事に満額達成に至りま

した。寄付を呼びかける過程で、ちゃおずを広く県民に知っていただくこともでき、大変有

意義でした。 

ピースバンクは、FAAVO のサイトを運営する株式会社サーチフィールド（本社・東京）

とパートナー契約を結び、FAAVO へ掲載するプロジェクトを探し、掲載までをコーディネ

ートすることで、コーディネート収入を得ることも始めました。 

今後も月に２件を目標に、県内の事業を掘り起し、掲載、そして事業資金の寄付募集達成

につなげていきます。 

 なお、FAAVO 石川の設立の模様は、2013 年○月○日の北陸中日新聞朝刊 1 面にも

大きく報道され、ピースバンクいしかわの知名度アップにも貢献することができた。 

 

（２）一般社団法人クラブＣｏＣｏへの公庫融資のアレンジ 

２０１１年度の融資先である一般社団法人クラブＣｏＣｏさんに対して、日本政策金

融公庫からの借入れのアレンジを行ないました。 

クラブＣｏＣｏは地域型総合スポーツクラブの運営を行なっていますが、継続的な資

金需要に対してピースバンクだけでは対応しきれないことから、公庫の融資制度を利用

することとなりました。 

その際、ピースバンクにて事前に公庫担当者から融資審査手続きのヒアリングをした 

うえで、クラブＣｏＣｏさんと公庫の仲立ちを行ない、結果として期間５年２００万円

の融資を受けることができました。 

またこの取り組みを通じて日本政策金融公庫との良好な関係をつくることができ、２

月のセミナーでも公庫担当者にゲストとして参加いただくことができました。 

クラブＣｏＣｏさんのようにピースバンクから前向きに巣立っていく団体がでてきた

ことは、大変喜ばしいことと思います。 

 

（３）はちどりバンクとやまの設立支援アドバイス 

 富山県で設立されたＮＰＯバンク「はちどりＢＡＮＫ」への支援活動を行ないました。 

はちどりＢＡＮＫでは２０１１年の設立以来、順調に出資をふやし開業の準備をして

きましたが、貸金業の登録に当たって実務経験者の不足がネックとなってしまいました。 

そこで、ピースバンクいしかわの理事 1 名が融資業務の経験者として、はちどりＢＡ

ＮＫへのアドバイザーとなることで登録条件をクリアし、昨年１２月に無事登録が終わ

って事業を開始することができました。 

また、はちどりＢＡＮＫのメンバーに対して貸金業を行なうにあたって必要な、法律、

審査手続き、具体的な契約手続きなどについての講習も行ないました。 
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北陸地域でこのようにＮＰＯバンクの活動が広がってくるのは大変うれしいことであ

り、ピースバンクいしかわとしても積極的に応援していきたいと思います。 

 

（４）再生可能エネルギー分野への取り組み 

昨年度の目標のひとつである再生可能エネルギー分野への取り組みとして、㈱金沢大

地さんの所有の輪島市にある農場の建物に、太陽光パネルを設置して発電事業を行なう

ための支援を行なっております。 

この事業の主体は同社社長の井村辰二郎氏が主催する「みんなの自然エネルギーファ

ーム」で、ピースバンクでは融資と擬似私募債の組み合わせによる資金集めの仕組みづ

くりのお手伝いをしました。 

既に４月中に設備は完成し電力会社への売電も開始しており、何人かの出資者の方々

とともに現地の見学ツアーも行ないました。近く建設費用代金の一部としてピースバン

クから融資を行なうことも決まっております。 

 

４．運営基盤の強化につながる活動 

  運営基盤の強化を図るため、ピースバンク・融資先・その他の団体が主催する各種

イベントの機会への理事メンバーの出演を通じ、また、フライヤー・メルマガ・ブロ

グ及びフェイスブックにより、出資者及び融資先の募集活動を行いました。 

  また、全国各地で活動するＮＰＯバンクとのネットワーク構築・情報共有を行うと

ともに、当該ＮＰＯバンク等が主催する研修会に参加するなど、運営能力の蓄積を図

りました。 

 ○ メンバーが参加した主な研修会等 

・ 2012 年 7 月 7～８日「第４回全国 NPO バンクフォーラム福岡」に理事の谷内、

安野が参加し、全国各地の NPO バンク関係者と情報交換をしました。 

・ 2012 年 12 月 3 日「地域のためのプロジェクトを立ち上げるには（資金調達編）」

にて代表・小浦が講演しました。 

・ 2013 年 3 月 10 日「生物文化相互作用系がひらく地域の未来」シンポジウム～

農山漁村との交流から新しい都市のかたちを創る～のパネル・ディスカッションに

代表・小浦が出演しました。 
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５．石川県「新しい公共支援事業 NPO 等融資円滑化事業」の受託 

 昨年度に引き続き、石川県からの「新しい公共支援事業 NPO 等融資円滑化事業」の

委託事業に取り組みました。 

 

（１） ＮＰＯマネジメント・融資アドバイザー派遣事業 
 

資金ニーズはあるが事業計画などのスキル不足により融資申請に至らないＮＰＯ等の

ために、専門家を派遣することで、スキル不足の解消を目指し、円滑な融資につなげる

ことを目的として、のべ１０回行いました。 

 

 派遣日時 派遣団体 派遣専門家名 実施状況 参加人数

1 2012 年 6 月 16 日 特定非営利活動法人３９アース 財部裕貴 公開 36 人 

2 2012 年 7 月 20 日 特定非営利活動法人３９アース 小浦むつみ 公開 18 人 

3 2012 年 9 月 21 日 ｵﾑﾗｲｽの郷ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄト実行委員会 小浦むつみ 非公開 15 人 

4 2012 年 9 月 24 日 一般社団法人おもしーげん 柏野真吾 公開 23 人 

5 2012 年 10 月 2 日 金沢有機農業推進協議会 中橋一影 非公開 3 人 

6 2012 年 12 月 2 日 一般社団法人クラブ Coco 中橋一影 非公開 1 人 

7 2012 年 1 月 18 日 特定非営利活動法人ＫＭＣ 干野亜紀 非公開 3 人 

8 2013 年 1 月 25 日 特定非営利活動法人３９アース 小浦むつみ 非公開 1 人 

9 2013 年 2 月 28 日 特定非営利活動法人ＫＭＣ 干野亜紀 非公開 15 人 

10 2013 年 3 月 22 日 特定非営利活動法人ＫＮＣ 小浦むつみ 非公開 1 人 

 

今年度は、専門家派遣事業を出来る限り公開で行いました。事業計画の立て方を学び

たいＮＰＯ等のメンバーに加えて、ＮＰＯ等を支援することに興味がある市民も共に課

題について考える場として運営の工夫を行うことで、NPO、支援者双方にとっての学び

の場となりました。 

 

（２）融資円滑化に向けたプロボノ発掘育成講座事業 
ＮＰＯ等が融資申請をする際の事業計画や収支計画の立案を、ＮＰＯマネジメントや

財務諸表作成、広報デザイン、金融機関での融資経験等の専門知識を提供して支援する

「職能を活かしたボランティア」としてのプロボノの発掘育成をする講座（２回実施）

を行いました。 

 成果としては、第１回のプロボノ・セミナーでは、実際にプロボノを行なっている方

からのお話を聞いて、「プロボノとは何か？」について学ぶことができた。第２回のプロ

ボノ・フォーラムでは、石川県内で自身が NPO 等の支援のコーディネートやプロボノ

として活躍している方々を交えて、「プロボノが活躍できるための仕組み」について意見

交換をすることができ、県内の支援機関、NPO が協力・連携して、2013 年度にプロ

ボノやソーシャル・ビジネスをテーマにした連続カフェの開催や、実際のプロボノ・マ

ッチング実験事業などを試行する方向性が得られました。 

 

第１回 プロボノ・セミナー 

日 時：平成 24 年 12 月 8 日 

場 所：金沢学生のまち市民交流館 

参加者：６７人 

講 師：木下万暁 氏（弁護士、外国法共同事業 
ｵﾒﾙﾍﾞﾆｰ･ｱﾝﾄﾞ･ﾏｲﾔｰｽﾞ法律事務所） 
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第２回 プロボノ・フォーラム「プロボノが活躍できる石川のシクミを考えようフォー

ラム」 

日 時：平成 25 年 3 月 20 日 

 場 所：金沢学生のまち市民交流館 

 参加者：４３人 

 ゲスト：NPO 法人百万石ワールドカフェ 理事長 坂本由美子 氏 

NPO かなざわ創造塾「鼎」 山口敬士朗 氏 

金沢学生のまち市民交流館コーディネーター 村田いづ実 氏 

コワーキング「シナジースペース」代表 河上伸之輔 氏 

株式会社御祓川 代表取締役社長 森山奈美 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
３）ＮＰＯ等の融資円滑化講座事業 

平成２３年度に実施した講座事業をさらに改良して、県内金融機関のＮＰＯ等向け融

資制度説明、経営能力向上のためのワークショップを「稼げる NPO が石川を変える

2013」と題したセミナーとして、金沢、奥能登の２回（各１日）開催しました。 

 

＜セミナーの概要＞ 

第 1 部 石川県内金融機関からＮＰＯや社会起業を対象とする融資制度の説明 

第 2 部 クラウドファンディング FAAVO の紹介 

第3部 事業プランへのアドバイス・ワークショップ 

＜金沢会場＞ 

日 時：2013 年 2 月 16 日 13:00～16:30 

場 所：野々市市交遊館 

参加金融機関等：北國銀行、政策金融公庫、北陸労働金庫、ＦＡＡＶＯ 

参加者：75 人 

＜能登会場＞ 

日 時：2013 年 2 月 17 日 13:00～16:30 

場 所：石川県立生涯学習センター能登分室 

参加金融機関：のと共栄信用金庫、北陸労働金庫、ＦＡＡＶＯ 

来場者数：37 人 

 両会場のセミナーを通じて、県内の NPO 等向けの金融制度の紹介、ろうきん NPO 助

成制度の周知も行うことができました。また、ピースバンクがパートナーをつとめる

FAAVO 石川の活用 PR も行い、その後、実際に FAAVO 掲載の相談が 3 件あり、今後

の融資先、支援先人材の発掘を行うことができました。 
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第２号議案：2012 年度収支決算報告（案） 

ピースバンクいしかわ

（単位：円）

項目/科目名 予算金額 収支金額 摘要

Ⅰ　収入の部

　１　会費・寄付等

　　（１）会費収入 60,000 48,000 @3,000×16人

　　（２）寄付金収入 135,000 90,050 登録協力金@500×15件、MTGコーヒーカンパ他

　　（３）広告収入 70,000 43,000 @10,000×1件、@30,000×1件、@3,000×1件

　２　事業収入

　　（１）イベント収入 40,000 43,550
ワークショップ参加費　            29,900円
イベント時コーヒー売上　　　　　 12,400円
イベント時ワッフル売上　　　　　　1,250円

　　（２）貸付金利息 50,000 35,214 融資　5件

　　（３）運営協力金収入 50,000 20,000 @5,000×4件

　　（４）講師派遣事業収入 60,000 50,000
講師謝金　15,000×3回、会計・財務コンサルティング
料

　　（５）県委託事業収入 1,000,000 1,000,000

　３　その他

　　（１）受取利息 1,000 1,311 普通預金利息

収入の部　　計　（Ａ） 1,466,000 1,331,125

Ⅱ　支出の部

　１　事業費

　　（１）イベント事業費 70,000 41,437
イベント時ワッフル・コーヒー代　     　   15,800円
県委託事業経費　講師食事代他　　　　25,637円

　　（２）県委託事業費 1,000,000 1,000,000 県委託事業

　２　管理費

　　（１）会議費 12,000 27,600
公民館使用料@1,300×2 @1,000×3 @2,000×1
バンク連会議　交通費補助　@10,000×2名

　　（２）通信費 12,000 11,120 総会案内、出資証明書送付切手代

　　（３）消耗品費 5,000 0

　　（４）印刷費 10,000 3,600 総会資料印刷代

　　（５）ウェブ管理委託費 60,000 60,000 @5,000×12

　　（６）諸会費 62,000 92,000
ADR負担金                                           50,000円
バンク連年会費　                                 　12,000円
バンク連会議実行委員負担金　　　　　　　  30,000円

　　（７）支払手数料 5,000 0 貸金業試験 未受験

　　（８）雑費 10,000 48,610 書籍、ドメイン管理料、講師謝金他

支出の部　　計　（Ｂ） 1,246,000 1,284,367

当期収支差額　（Ａ）－（Ｂ） 220,000 46,758

収支報告書

【2012年5月1日～2013年4月30日まで】
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ピースバンクいしかわ

（単位：円）

摘要 出資金 備考

県委託事業　精算払い分 300,000
運営協力金　未請求分 @2,000 2,000 5/28入金済み
運営協力金　未請求分 @2,000 2,000
運営協力金　未請求分 @5,000 5,000

期末残高 309,000

未収入金内訳
【2013年4月30日現在】

 

 

ピースバンクいしかわ

（単位：円）

摘要 出資金 貸金業登録更新費 損失引当金 正味財産 純資産合計

前期末残高 8,454,000 100,000 100,000 387,342 9,041,342
当期変動額 0
　当期収支差額 46,758 46,758
　出資金増加額 1,323,000 1,323,000
　出資金返還額 △ 80,000 △ 80,000
　貸金業登録更新費 50,000 △ 50,000 0
　損失引当金積立額 50,000 △ 50,000 0
当期変動額合計 1,243,000 50,000 50,000 △ 53,242 1,289,758

当期末残高 9,697,000 150,000 150,000 334,100 10,331,100

純資産変動計算書
【2012年5月1日～2013年4月30日】
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第３号議案：2013 年度事業計画（案） 

１．＜出資を集める・出資者同士がつながる＞ 

① 昨年度の融資先やバンクの活動内容などを伝える「ニュースレター」を発行し、出

資者の掘り起こしに努めます。発行にあたって、プロボノワーカーからの支援を受

けられるように働きかけます。 

② facebook のグループ機能を使い、出資者コミュニティをつくります。出資者さん

同士が顔の見える関係になれるよう話題を提供します。 

③ 積極的な方に、バンクの仕事に関わっていただけるようお願いします。（融資先訪

問レポートの執筆、融資審査のゲスト審査員など） 

④ テーマを設定した、ゲストつき「飲み会」や「カフェミーティング」を実施。活動

資金づくりの場にもしていきます。 

 

上記の活動により、出資者数 212 名（団体 5）・出資金額 11,697 千円（対前年度末

個人+30 名・団体+2 団体、+2,000 千円）を目標として取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

（単位：人、団体、千円） 

区分 
201２年度 

実績（A） 

201３年度 

目標（B） 
B-A 

出資者（個人） 182 212 +30 

出資者（団体） 3 5 +2 

出資金額 9,697 11,697 +2,000 

 

２．＜融資の募集・実施＞ 

昨年度は、太陽光パネルや風力といった再生可能エネルギーの活用による環境にやさ

しい発電への融資の取り組みを始めることができましたが、本年も、石川で行われるチ

ャレンジングな取り組みを掘り起こし、積極的に融資をしていきたいと思います。 

７月と１２月の２回、通常融資の募集を行います。また、つなぎ融資の申請は随時受

け付けます。 

融資申込み受付数は６件、融資件数５件、融資総額 8,000 千円（対前年度末融資申込

み数+2 件、融資件数+1 件、融資金額+1,950 千円）を目標として取り組んでいきたい

と考えています。 

（単位:件･千円） 

区分 
201２年度 

実績（A） 

201３年度 

目標（B） 
B-A 

申込み数（件） 4 6 +2 

決定数（件） 4(3) ５(2) +1 

決定金額（千円） 6,050 8,000 +1,950 

※ 表中括弧書きはつなぎ融資にかかるもの（内数）。 
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＜融資の適用利率の変更について＞ 

また、これまで貸出金利について、つなぎ融資の場合は適用利率を一律に１％として

きましたが、つなぎ融資においても一定のリスクがあり、また一般融資と同様の事務コ

ストが発生することなどから、本年度よりつなぎ融資の利率については、金額の多寡や

特定担保の提供の有無により１～３％の範囲にて個別案件ごとに定めることとします。 

 

３．＜融資後の協力体制づくり＞ 

 新規融資先の紹介ページを充実します。定期的に連絡を取り、現状を出資者に伝える

機会を持ちます（訪問ツアーなど）。また、課題の解決に協力するため、今年度は特にプ

ロボノワーカーの発掘に努めます。 

 

４．＜運営委員を増やす＞ 

過去のイベントに参加した方のなかで、アンケートに好意的なコメントを残してくだ

さった方に、お声掛けをします。案件ごと、事業ごと、期間限定で関わってくださる方

も、随時募集していきます。 

 

５．＜情報発信＞ 

大学等での講演や授業の依頼をいただいています。過去の取り組みを伝えていきます。 

 

６．＜専門家派遣＞ 

自治体事業の審査員、専門家派遣の依頼をいただいています。融資審査で培ったノウ

ハウを事業支援に生かしていきます。 

 

７．＜FAAVO の活用＞ 

NPO の事業、地域活性化事業について、クラウドファンディングによるファンドレイ

ジングを提案していきます。月に２本を目標に掘り起こしていきます。 

 

８．＜私募債募集支援＞ 

事業資金として私募債募集をする団体・個人の相談に乗ります。 

 

９．＜つなぎ融資について＞ 

現行の利息１％を、３％に変更します。短期間の融資に多くの手間がかかることが理

由です。 

 

１０．＜寄付を集める＞ 

アンケートで「スポンサーになることを考えている」と答えてくださった方たちへ、

ヒアリングを行い、どのような形で支えていただくかを再検討します。 
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第４号議案：2013 年度収支予算（案） 

ピースバンクいしかわ

（単位：円）

項目/科目名 予算金額 摘要

Ⅰ　収入の部

　１　会費・寄付等

　　（１）会費収入 75,000 @3,000×25人

　　（２）貸金業登録協力金 16,000 個人・法人寄付　@500×32件（新規出資）

　　（３）広告収入 50,000 Webバナー広告収入等

　２　事業収入

　　（１）イベント収入 100,000 「稼げるNPO企画」@1,000×100人（加賀・能登）

　　（２）貸付金利息 240,000 つなぎ融資利息を3%に　800万（5件）×3%

　　（３）運営協力金収入 30,000 @5,000×6件

　　（４）講師派遣事業収入 120,000
講演@10,000×3回、審査等@10,000×3回
専門家派遣業務@20,000×3回

　　（５）手数料収入 120,000 FAAVO　10万円案件×24件×5%

　　（６）助成金又は協賛金収入 100,000 助成金を活用予定

　３　その他 20,000 理事受託事業収入(他団体アドバイザー等）

　　（１）受取利息 1,000 普通預金利息

収入の部　　計　（Ａ） 872,000

Ⅱ　支出の部

　１　事業費

　　（１）イベント事業費 160,000
会場費@5,000×2、フライヤー　40,000
講師料100,000（2会場）、その他

　２　管理費

　　（１）会議費 62,000 打合せ会議@1,000×12回、バンク連会議5万

　　（２）通信費 12,000 報告書、総会案内発送費　@80×150人

　　（３）消耗品費 5,000 コピー用紙、事務用品等

　　（４）印刷費 30,000 報告書作成　@100×200部、バンク便り作成等

　　（５）ウェブ管理委託費 60,000 @5,000×12

　　（６）諸会費 62,000 バンク連年会費・貸金業協会負担金（ADR）

　　（７）支払手数料 5,000 口座振込手数料

　　（８）雑費 15,000 貸金業主任者試験受験料@5,000×1人他

　　（９）事務局人件費 300,000 @30,000×10ヶ月（7月～4月）

支出の部　　計　（Ｂ） 711,000

当期収支差額　（Ａ）－（Ｂ） 161,000

収支予算書　（案）

【2013年5月1日～2014年4月31日まで】
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第５号議案：役員退任の件について 

 2012 年度に理事をつとめていただいた 

 

  大塚有子さん、木村元洋さん 

 

が退任されます。本当におつかれさまでした。 

 

引き続き、以下の者が理事を担当させていただきます。 

 

 代表理事  小浦むつみ 

 副代表理事 谷内博史 

 理事    藤田則夫 

 理事    西嶋訓余 

 理事    安野正紀 

 理事    由田 徹 

 理事    中橋一彰 

 


